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精 神科 リハ ビリテー シ ョンにおけ る援助
一ある精神障害者共同作業所を事例 として一
吉 谷 優 子* 
WORKING WITH PEOPLE WHO USE PSYCHIATRIC 
REHABILITATION SERVICE
— A CASE STUDY OF A SHELTERED WORKSHOP — 
Yoshitani Yuko 
Abstract 
Material and Method 
The study is a case study, that adopted a participate observation. Amaterial is a sheltered workshop in 
Tokyo. 
Objectives 
In order to clarify the relationships arose between persons that concerned with this workshop. 
In order to discuss that the characteristics of the workshop as a field how were influencing the relationships. 
Result and Discussion 
The members organized some informal groups or some pairs, and harassment had arisen within each 
members, as other groups in society. Also, relationships that like parent and child had arisen, a message that 
"you are not adult" spread the members each other . 
Some members depended on staffs even if they could to do, and the staffs stimulated members to do it 
themselves. But sometimes the staffs took roles of helper. Though the members could choose how they be in 
this workshop themselves freely, a implicit message that "the members must become independent, must not 
depend" spread through this workshop. 
In fact, the members want to be independent, but, on the other hand, they want to depend. Also, nurses 
always confront with conflict concerning such paradox. 
Keywords : workshop, psychiatric rehabilitation, community care, case study
要 旨
研究方法及び研究目的
本研究は参加観察法を用いた、東京都内の1精 神障害者共同作業所を対象 とした事例研究であ り、①作業所に










否定 し自立を促す空気がある。メンバーは自立したくも依存 したくもあ り、この矛盾をめぐる葛藤は看護婦も直
面する課題である。
キー ワー ド:作 業所 、精神科 リハ ビリテーシ ョン、地域 ケア、事例 研究
1.は じめ に







を通 して、一般就業 もしくは地域での 自立生活に必要な

































メンバーは、始めか ら40歳 代と50歳 代の人が多 く、






研究期間は1995年8月 か ら1996年8月 まで。

2)デ ータ収集の方法














他の作業所 と比較 して大 きな特徴は、メンバーの就業
を目的とせず、活動を通 して、 自信や生活のリズムを取




作業所も店 も、最寄 りの駅から徒歩10分 内外である。
作業所の設備は、20畳 ぐらいの作業室と衝立によって仕
切 られた6畳 程の畳張の休憩室、必要時は締め切ること
ので きる2畳 程の事務室、2畳 程の台所、そ して、小 さ
なお手洗いがあり、内部は雑然としているが、窓が広 く








いる。作業所 の予算は年間2千 数百万円、うち9割 以上
が都 と区からの補助金で、約2%が 他の団体か らの寄付金
からなっている。店の予算は、1千 万円余 り、うち9割
近 くが都 と区からの補助金で、約3%が 他の団体からの寄

























決定 したの と同様に、作業所をどのように利用するか も
自分で選び取る。
2)職 員
常勤の職員は4名 で、週に1か ら2日 通って くる非常
勤の職員が3名 いる。この作業所の創設時からの職員は






















ぐことの難 しさを説いていた。Jさ んは、まった く分かっ
ていない様子で、その後 も同じ問題を繰 り返 し起こした。










て解決 を図って来たという。今 度もKさ ん不在のまま











い くせに」 というメッセージをいつも受取 っていて、自
分が世間か ら受取ったと同じメッセージをKさ んに発 し















き過 ぎると、調子を崩すよ」 と繰 り返 し指摘することで、
Mさ んに自分の起こしている悪循環に気付かせようとし
ているが、余 りうまくいっていない。
さらに、0さ ん(40歳 代男性)は 挨拶と何か問われた
ときの返事以外は、非常にことば数が少ない。あるとき、
入所 したばかりの新 しいメンバmさ ん(10歳 代女性)
が、そばで上手に作業をしていた0さ んに作業のや り方
を聞いた。普通は、聞かれたメンバーが教えているが、




















ザーの 日に 「手伝 うことがあるかと思って」 と来て、用
意 して来た材料で味噌汁を振る舞って、Cさ んがいらな






しか し、職員 も母親のような役割を担 うことに対 して
問題を感 じていないわけではない。ある日、作業の休憩
時間に頂 きものの西瓜をみんなで食べることになった。
非常勤職員のS5さ んが、率先して切 り分ける様子 を見て、

























































































めぐる葛藤や不安を活性化 させ もする。メンバーに対 し
て自立 した個人であることを求める一方で、作業所に馴












































事件の時にKさ んに発せ られた 「作業 しないでぶらぶ ら
しているか ら、問題を起こす」 という意見は、メンバー
たちの問に、どれだけ 「半人前」であることや 「何もし





















とって 「ぶらぶら」過 ごすことが必要 とされるように、
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